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病床機能報告補足資料 

 

１ 病院名 医療法人柏成会 青木病院 

２ 所在地 埼玉県本庄市下野堂１丁目１３番２７号 

３ 病棟数及び病床数 

  病棟数 １ 

  病床数（現在:2017 年病床機能報告） 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合 計 

     床  47 床 床 床 47 床 

 

  （2025 年） 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合 計 

     床    床 床 床 床 

              ＊今後変更の予定がある場合のみ記載 

 

４ 主な連携医療機関 

 ・紹介元 

   公立藤岡総合病院、伊勢崎市民病院、深谷赤十字病院、 

埼玉医科大学病院、群馬県済生会前橋病院、近隣クリニック 他 

 ・紹介先 

   公立藤岡総合病院、伊勢崎市民病院、深谷赤十字病院、 

埼玉医科大学病院、群馬県済生会前橋病院 他 

５ 病棟別診療状況 

病棟名 病床数 報告 

区分 

平均在院

日数 

病床利用率 

病棟 47 床 

（急性期一般4・10床） 

（地域包括管理料 1・ 

37床） 

急性期 24.0 日 

（6.2 日） 

（26.0 日） 

83.5％  

（69.6％） 

（87.3％） 

診療科 

 整形外科、内科、脳神経外科 

診療実績 

○整形外科領域では、膝関節疾患・脊椎疾患・筋骨系の手術に対応。 

○近隣基幹病院（急性期）よりの継続入院加療への対応 

○急性期から回復期移行・在宅復帰への疾患に応じたリハビリの対応 

（運動器Ⅰ・呼吸器Ⅰ・脳血管Ⅱ） 

○2次救急病院としての対応（年間 295 件/平成 29 年度実績） 



医療連携における課題、問題点 

○在宅復帰率７割維持を意識した退院調整 

〇サブアキュート機能の強化 

 ＊外来、在宅からの直接受け入れのフロー・患者増の明確化 

 ＊外来・在宅・介護サービスを提供している医療機関との連携強化 

〇ポストアキュート 

 ＊最適な転床タイミングの検証と運用のフローの確立 

 ＊急性期他医療機関との連携強化 

〇退院調整において在院日数と介護申請等のタイムラグ 

○地域連携室において地域（他医療機関・看護ステーション・介護施設 等）とネットワー

クを把握しながら対応を行っている社会福祉士等の人材育成や継続的な雇用対策 

その他 

○今後、慢性期・在宅医療需要増加に対しどのように訪問診療等、態勢及び人員確保をして

行くか。 

 

 


